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2-(2’-Hydroxyphenyl)benzothiazole (HBT) shows the excited-state intramolecular proton 

transfer (ESIPT) fluorescence. Previously, we had reported the HBT derivative 1 and its charge-

transfer (CT) complexes with p-benzoquinone (BQ). Herein, we synthesized the HBT 

derivative with BQ moiety (2), which electronic structure, optical properties, and crystal 

structure were evaluated.  
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2-(2’-ヒドロキシフェニル)ベンゾチアゾー

ル（HBT）は、大きなストークスシフトを有

する特徴的な励起状態分子内プロトン移動

(ESIPT)型発光を示す 1)。我々は、これまでに

ハイドロキノン部位を有する HBT 誘導体 1

を合成し、p-ベンゾキノン(BQ)およびテトラ

シアノキノジメタン(TCNQ）との電荷移動錯

体を作製し、その結晶構造を報告している 2)。

本研究では、キンヒドロン型錯体の形成を目

的とし、1 を酸化した BQ 誘導体 2 を新規に

合成し、その構造と物性を評価したので報告

する(Scheme 1)。 

DMF溶液中で 2およびBQの CV測定を行

った(Fig. 1)。2は BQ とは異なり 3 段階の可

逆な酸化還元挙動を示し、BQ より高電位側

に還元ピークが観測された。従って、2は BQ

より電子アクセプター性が向上しているこ

とが示唆された。このことは、理論計算から

も支持され、1 との電荷移動錯体の形成が期

待できる。当日は、1と 2の電荷移動錯体についても報告する。 
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Scheme 1 分子 1と 2の分子構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1 分子 2および BQの CVチ

ャート(in DMF vs SCE) 
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